
数学科年間指導計画【第１学年】 

令和７年度更新 

 

 

 

 

 

月 単元 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 
取り組む態度 

４ １章 

整数の見方 

自然数，素数，素因数，の意

味を理解し，自然数を素因

数分解することができる。 

約数などの整数の性質を

素因数によって捉え直す

ことができる。 

整数の性質のよさに気づい

て粘り強く考え，整数の性

質について学んだことを生

活や学習にいかそうとした

り，整数の性質を使った問

題解決の過程を振り返って

検討しようとしたりしてい

る。 

2 章 

正の数，負の

数 

正の数，負の数の必要性と

意味を理解し，正の数，負の

数の四則計算をしたり，具

体的な場面で正の数，負の

数を使って表したり処理し

たりすることができる。 

算数で学習した数の四則

計算と関連づけて，正の

数，負の数の四則計算の方

法を考察し表現したり，正

の数，負の数を具体的な場

面で使ったりすることが

できる。 

正の数，負の数のよさに気

づいて粘り強く考え，正の

数，負の数について学んだ

ことを生活や学習にいかそ

うとしたり，正の数，負の数

を使った問題解決の過程を

ふり返って検討しようとし

たりしている。 

５ 

６ 3 章 

文字と式 

文字を使うことの必要性と

意味を理解し，文字を使っ

た式における乗法と除法の

表し方を知り，簡単な１次

式の加法と減法の計算をす

ることができる。さらに，数

量の関係や法則などを文字

を使った式に表すことがで

きることを理解し，数量の

関係や法則などを式を使っ

て表したり読みとったりす

ることができる。 

具体的な場面と関連づけ

て，１次式の加法と減法の

計算の方法を考察し表現

することができる。 

文字を使うことのよさに気

づいて粘り強く考え，文字

を使った式について学んだ

ことを生活や学習にいかそ

うとしたり，文字を使った

式を用いた問題解決の過程

をふり返って検討しようと

したりしている。 

７ 

８ 4 章 

方程式 

方程式の必要性と意味およ

び方程式の中の文字や解の

意味を理解し，簡単な方程

式を解くことができる。 

等式の性質をもとにして，

方程式を解く方法を考察

し表現することができ，方

程式を具体的な場面で使

うことができる。 

方程式のよさに気づいて粘

り強く考え，方程式につい

て学んだことを生活や学習

にいかそうとしたり，方程

式を使った問題解決の過程

をふり返って検討しようと

したりしている。 

９ 



月 単元 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 
取り組む態度 

10 5 章 

比例と反比

例 

関数関係や座標の意味，比

例，反比例について理解し，

比例，反比例を表，式，グラ

フなどに表すことができ

る。 

比例，反比例としてとらえ

られる 2 つの数量について

調べ，それらの変化や対応

の特徴を見いだしたり，比

例，反比例を使って具体的

な事象をとらえ考察し表現

したりできる。 

比例，反比例のよさに気づ

いて粘り強く考え，比例，反

比例について学んだことを

生活や学習にいかそうとし

たり，比例，反比例を使った

問題解決の過程をふり返っ

て検討しようとしたりして

いる。 
11 

6 章 

平面図形 

垂直二等分線，角の二等分

線，垂線などの基本的な作

図の方法や，平行移動，回転

移動，対称移動について理

解することができる。 

図形の性質に着目して基本

的な作図の方法を考察し表

現したり，図形の移動に着

目して２つの図形の関係に

ついて考察し表現したり，

基本的な作図や図形の移動

を具体的な場面で活用した

りすることができる。 

平面図形の性質や関係をと

らえることのよさに気づい

て粘り強く考え，平面図形

について学んだことを生活

や学習にいかそうとした

り，作図や図形の移動を使

った問題解決の過程をふり

返って検討しようとしたり

している。 

12 

１ 7 章 

空間図形 

空間における直線や平面の

位置関係を知り，おうぎ形

の弧の長さと面積，基本的

な柱体や錐体，球の表面積

や体積を求めることができ

る。 

空間図形を直線や平面図形

の運動によって構成される

ものと捉えたり，空間図形

を平面上に表現して平面上

の表現から空間図形の性質

を見いだしたり，立体図形

の表面積や体積の求め方を

考察し表現したりすること

ができる。 

空間図形の性質や関係をと

らえることのよさに気づい

て粘り強く考え，空間図形

について学んだことを生活

や学習にいかそうとした

り，空間図形の性質や関係

を使った問題解決の過程を

ふり返って検討しようとし

たりしている。 
２ 

8 章 

データの 

分析 

ヒストグラムや相対度数な

どの必要性と意味を理解

し，データを表やグラフに

整理したり，多数の観察や

多数回の試行によって得ら

れる確率の必要性と意味を

理解したりすることができ

る。 

目的に応じてデータを収集

して分析し，そのデータの

分布の傾向を読みとり，批

判的に考察し判断したり，

多数の観察や多数回の試行

の結果をもとにして，不確

定な事象の起こりやすさの

傾向を読みとり表現したり

することができる。 

ヒストグラムや相対度数，

多数の観察や多数回の試行

によって得られる確率など

のよさに気づいて粘り強く

考え，学んだことを生活や

学習にいかそうとしたり，

問題解決の過程をふり返っ

て検討しようとしたり，多

面的にとらえ考えようとし

たりしている。 

３ 

※教材や単元の特色、進捗状況等によって変更となる場合があります。 


